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事業計画書 

事業名 猫の多頭飼育崩壊を予防するための生活困窮者支援ネットワーク構築事業 

団体名 倉敷猫多頭飼育崩壊予防ネットワーク 

 

1 目指す姿 

事業を通じて目指す姿や、事業を実施する目的はどのようなものですか。「地域や社会、人の

どんな問題を解決し、どのような状態にしたいのか」を具体的に記入してください。 

 

2 現状 

上記１の目指す姿と比べて、現在はどのような状況にありますか。 

 

3 目指す姿と現状の隔たりの要因 

上記 1と 2の隔たりを生み出している主な原因はどのようなものと考えますか 

  

人と猫の共生する社会の実現を図り、飼い主・猫・周辺環境に悪影響を及ぼす不適切な多

頭飼育問題を解決するため、多機関連携による支援体制を構築し、地域全体で人と猫双方

の健全なくらしを守ること。 

多数の猫を飼育しているなかで、適切な飼育管理ができないことにより、３つの影響（①

飼い主の生活状況の悪化、②猫の状態の悪化、③周辺の生活環境の悪化）が生じている状

況。 

飼い主が抱える課題としては、①生活に困窮しており引取りや不妊去勢の手数料を支払え

ない②動物の所有権を手放さない③飼い主とのコミュニケーションが取れない 

３点が挙げられます。 

そのほか、支援に必要なリソースの不足、他部局・他機関との認識共有の不足や連携体制

の未整備など、さまざまな要因が複合的に絡み合い、多頭飼育問題の解決を困難にしてい

ます。 
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4 計画の概要と対象者 

上記 3 で挙げた要因を取り除くため、どのような人を対象に、どのような活動を実施します

か。150字以内で簡潔にまとめてください（計画の詳細は下記５に記入してください）。 

 

5 計画の詳細 

(1) 具体的な内容 

  

他機関連携による早期発見の仕組みを作るために 

① 福祉・地域支援機関等に対するアンケート調査 

② 動物分野と福祉分野の両面を理解するための合同勉強会の実施 

※内容、対象者、実施期間、実施場所、ねらいなど、できるだけ明確に記入してください。 

① アンケート調査 

内容：担当しているケースで飼育されているペット数及び繁殖制限されている数 

対象者：福祉分野の職員 

② 勉強会 

内容：「多頭崩壊の予防に向けた協働〜京都市の事例を解説〜」 

多頭崩壊を予防的に防いでいく為に、非課税世帯に対して、飼い猫の不妊手術だけでなく、

捕獲送迎も無料で支援する京都市の事業の紹介ほか。 

対象者：保健所衛生課動物管理係と福祉分野の職員ほか。 
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(2) スケジュール（準備～実施～報告） 

4月～ 

5月～ 

 

6月～ 

12月 

3月 

アンケート・チラシ作成 

アンケート依頼 

市内の施設等に連絡及びチラシ配布 

勉強会（5回） 

アンケート集計 

アンケート報告 

 

(3) 実施体制 

上記(1)の計画を実施するにあたり、実際に取り組む団体会員を記入してください。 

氏名 事業に有効な資格や経験 

亀山 雅子 猫の譲渡や TNR などの活動の経験有 

新垣 敦子 倉敷市市議会議員（猫の譲渡や TNR などの活動の経験有） 

平田 かおる 猫の譲渡や TNR などの活動の経験有 

藤原 真理子 猫の譲渡や TNR などの活動の経験有 

伊藤 由美子 猫の譲渡や TNR などの活動の経験有 

冨岡 和恵 猫の譲渡や TNR などの活動の経験有 

10名を超える場合は、外○○名としてください⇒ 外（  ）名 

 


